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（抄録）本研究は，鹿児島女子短期大学における小学校教員養成科目である体育Ⅰの授業実施を目指した単元構造図の構築を目的
とした．その際，特に児童教育学科のディプロマポリシーとの関連性を明らかにした上で，達成目標及び学習内容の設定を行った．
また，学習過程と指導内容及び評価規準を明確にし，指導と評価の一体化を図った．その結果，現在学校現場で求められている「指
導と評価の一体化・簡素な評価規準の作成・系統性を踏まえて体育では何を教えるのか・多様な学習過程の検討」等に答えるべく，
小学校教員養成科目である体育Ⅰの指導内容について，実践的指導と評価の整合性を明確にした上で構造図を作成する必要性を確
認することができた．

キーワード：単元構造図，小学校教員養成科目，短期大学

1．はじめに
1.1． 短期大学としての小学校教員養成校における動向と課題

平成29年３月31日に幼稚園教育要領，小・中学校の次期学習指導要領（以下，新学習指導要領）が告示された．そこで
は，知識の理解の質を高め資質・能力を育む「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け「何ができるようになるか」を
明確化し，授業の創意工夫や教科書等の教材の改善を引き出していけるよう，全ての教科等を，①知識及び技能，②思考
力，判断力，表現力等，③学びに向かう力，人間性等の３つの柱で再構成することが示された．また，「社会に開かれた
教育課程」を重視し，学校種や各教科のつながりなど学校教育に関する課題全体を見据えながら，教育課程の改善を具体
化していく考えも示された．

今回の学習指導要領の改訂については，無藤（2017）が，「最終的な結果ではない」，「完全なゴールではなく，ある意味，
スタートを示している」と言うように，今後さらに大学・短期大学の教員養成課程も含め，学校教育の改革が行われるこ
とが必須であると推測される．

近年，社会全体のグルーバル化及び知識基盤社会の時代という背景から，教員養成・免許制度の改革が進められている．
教職課程の水準の向上や教員の質能力の向上を図るため，平成18年７月11日に「今後の教員養成・免許制度の在り方につ
いて（答申）」が示された．そこでは，教員養成を有する大学・短期大学のシステムに対し，大学の教職課程を，「教員と
して最小限必要な資質能力」を確実に身につけされるものに改革すると言及した．また，中央協議会答申「教職生活の全
体を通じた教員の資質能力の総合的な向上方策について」（平成24年８月）では，教員免許を大学院で取得することを基
本にすべきであると答申した．今後，学校教育に求められることが増えていくなか，短期大学での２年間，大学での４年
間で学ぶだけでは学校教育に必要となる知識や技能及び指導力を十分身に付けることはできないと指摘し，教員免許の

「修士レベル化」が必要であると提言した．
上述したことを踏まえると短期大学としての教員養成は，その位置付けの不明確さ等から現状としてかなり厳しいもの

と判断しなければならない．
短期大学はこれまで特に高い実績を有してきた幼稚園教諭及び保育士の養成について，短期大学士課程の機能を果たし

てきた．平成26年５月現在で短期大学の学生数は，約14万人であり，そのうちの約90％を女子学生が占めている．最も学
生数の多い専門分野は教育系であり，全体に占める学生比率は37.4％である（中央教育審議会 2014）．学校教育統計調査
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－平成25年度（確定値）結果－によると，幼稚園における本務教員の学歴構成は，大学25.5％に対し，短期大学71.8％で
あった．この結果をみても短期大学士を取得した卒業生が幼児教育に大いに貢献していることは明らかである．

また，新学習指導要領の前文において，「幼児期の教育の基盤の上に，中学以降の教育や生涯にわたる学習とのつなが
りを見通しながら，児童の学習の在り方を展望していく」とあるように，認定こども園，保育園，幼稚園等全体を幼児教
育と捉え，小学校教育との接点を考え，スタートカリキュラムを構築し，幼小の連携を図れるかが今後重要な課題になる
と考えられる．

平成26年８月「短期大学の今後の在り方について（審議まとめ）」中央教育審議会大学分科会大学教育部会によると，
４年生大学と短期大学を比較した場合，４年生大学は学問的専門性を修得する分野が多く，短期大学は資格の取得や職業
や社会に必要な知識・技能の取得を目的とすることで高等教育としての機能を果たしている．また，短期大学卒業生の
74.4％が自県内に就職をし，61.1％が専攻分野を活かした専門・技術的職業従事者として地域に貢献している．

上述したことを踏まえると，複雑化・高度化する現代社会の大きな課題でもある，幼児教育の重要性，地方の衰退化の
改善に短期大学は大きな役割を担っていると考えられる．

1.2．鹿児島女子短期大学における取り組み
鹿児島女子短期大学児童教育学科では，地域社

会の動向や課題及び教育理念を踏まえて，表１の
ような「アドミッションポリシー（入学受け入れ
の方針）」，「ディプロマポリシー（卒業認定・学
位授与の方針）」及び「カリキュラムポリシー（教
育課程編成・実施の方針）」を策定し，短期大学
士の育成及び教員養成を行なっている．

アドミッションポリシーは，①将来の目的意識
をはっきりと持っている人物，②基礎学力を有
し，専門的な知識・技能を身につけようと努力す
る人物，③明朗活発で，協調性に富み，教育およ
び福祉に貢献しようとする人物を求める学生像と
して明示している．

一般教養におけるディプロマポリシーでは，短
期大学としての特色を活かした地域社会を支える
職業人育成と，地方創生の中心として活躍できる
人材を育成すること，また，幅広い教養育成を通
じて「21世紀型市民」の人材養成を目指した内容
となっている．

児童教育学科におけるディプロマポリシーは，
主に，小学校教諭・幼稚園教諭・保育士の資格取
得を目指すため，①子ども理解，②子どもに関わ
る力の育成，③小学校教育・幼児教育・保育に必
要な専門的な知識及び技能，④専門的職業人及び
社会人としての人格形成を４つの柱とした内容と
なっている．

児童教育学科におけるカリキュラムポリシーは，上述したディプロマポリシーの達成のために，①子どもの教育・保育
に必要な原理及び理念の理解，②実践に必要な知識や技能の習得，③高い専門性と教育・保育に対する情熱や使命感，④
広い視野から多面的・多角的に教育・保育の在り方を考察できる力の育成，⑤ ｢教育実習｣ 等を通じて情熱や使命感，社
会人としての倫理観等を養い，知・徳・体のバランスのとれた総合的・全人的な教育者・保育者の育成を学習内容の核と
して教育課程の編成を行なっている．

表１　 児童教育学科におけるアドミッションポリシー，ディプロマポリ
シー，カリキュラムポリシー
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1.3．体育科関連科目における体育Ⅰの取り扱いについて
鹿児島女子短期大学児童教育学科の体育科関連科目として，体育Ⅰ〈１年前期〉，体育科教育法・体育Ⅱ・保育内容（健

康）〈１年後期〉，体育講義〈２年前期〉，体育実技・保育内容（表現Ⅱ）〈２年後期〉が表２で示すように開講されている．
この科目のうち，小学校教員養成カリキュラムは，体育Ⅰ，体育科教育法，体育実技，体育講義の計４科目である．

まず，１年前期に教科に関する科目の「体育」にあたる「体育Ⅰ（１単位）」が開講されている．次に，１年後期に教
職に関する科目の各教科の指導法にあたる「体育科教育法（２単位）」が開講される．そして，教育職員免許法施行規則
第66条６に定められた「体育２単位」として２年前期に「体育講義（１単位）」，２年後期に「体育実技（１単位）」が開
講されている．なお，本実践研究では，１年前期に開講している「体育Ⅰ」を対象とした．

本研究対象の体育Ⅰは上述した通り，小学校教員養成カリキュラムの教科に関する科目として開講し，小学校教諭免許
の取得を目指す全学生が受講している．

表２　鹿児島女子短期大学における体育科関連科目

2．本研究の目的及び方法
本研究は，鹿児島女子短期大学における小学校教員養成科目である全15回の体育Ⅰの授業実施を目指した単元構造図の

構築を目的とした．その際，児童教育学科のディプロマポリシー及びカリキュラムポリシーとの関連性を明らかにした上
で，到達目標及び学習内容の設定を行った．また，学習過程と指導内容及びと評価規準を明確にし，指導と評価の一体化
を図った．

単元構造図とは，学習指導要領を拠り所とする指導内容の確認，学習過程の具体化，評価規準の設定を一連の流れとし
て捉える俯瞰図である（佐藤・友添，2011）と捉えている．

具体的には，①学習指導要領及び解説の理解，②これからの中からキーワードを抽出する作業を通して「教えるべきこ
と」を明確にする，③設定した単元計画の中で，どの時間でどのような方法を用いて，授業をつくるかを検討する，④学
習過程に応じた簡素で効率的な評価基準の設定と評価方法を想定かつ学習内容と連動させるという一連の授業づくりに必
要な過程を一枚のシート上で行い，分断しながら学習指導要領の理念と具体の授業をつなぐための効果的なツールである

（佐藤ら，2017）．
なお，今回作成した単元構造図は，佐藤・栫（2015）が保健体育科教育法Ⅳにて作成したシートをもとに，授業担当者

２名（授業前半全８回，授業後半全７回）及び協力者１名（外部有識者）の３名で編成された研究グループが検討を繰り
返し，構造図の作成を行なった．

3．結果と考察
3.1．2017年度における体育Ⅰの開講時期及び履修状況

受講生は鹿児島女子短期大学児童教育学科 小・幼・保コースに2017年４月に入学した43名であった．授業は2017年４
月～８月の期間であり，授業回数は全15回であった．授業担当者は２名（前半担当者 A：専任講師・後半担当者 B：教授）
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で授業を行なった．
なお，授業前半担当者 A（35歳）は，体育科教育学を専門領域とし，現在主にボール運動系における研究を行い，教

員養成校（短期大学）に７年の経歴を有している．また，Z 大学に置いて，非常勤教師として小学校教員養成科目（教職
に関する科目の各教科の指導法にあたる「体育科教育」）を担当している．授業後半担当者 B（64歳）は，舞踊学を専門
領域とし，教員養成（短期大学）に30年以上の経歴を有しており，A 同様，非常勤教師として教員養成科目（大学）を
担当している経歴がある．

3.2．単元構造図作成にあたって
小学校教員養成を担う本学児童教育学科においては，学習指導要領との整合性を図ることは勿論のこと，教員養成大学

としてとの「教育の質保証」を目指すために，本学の掲げる３つのポリシー，すなわち，アドミッションポリシー・ディ
プロマポリシー・カリキュラムポリシーとの整合性も考慮する必要がある．従って，本単元構造図作成に当たり，特に重
要なディプロマポリシー及び学習指導要領との整合性を目指した．

同時に，本学の指導計画に記載することとされている指導の概要，到達目標に沿ったシラバス内容を明確にした上で，
評価規準の設定を行なった．また，学習過程において指導と評価を行う時期を明確に示し，より効果的な授業計画の作成
を目指した．

指導内容の概要は，前述のように，本学で学び「何ができるようになるのか」を見据え，児童教育学科におけるディプ
ロマポリシーとの関連性も考慮した．中でも，最も体育と関連深くと位置付けている「小学校教育・幼児教育・保育に必
要な専門的な知識と技能を習得するとともに，それらを活用・実践し問題を解決する力を身に付ける｡（専門的な知識・
技能）」を核として授業担当者Ａ，授業担当者Ｂ及び協力者との研究チームで協議を十分に行い，情報の共有を行いなが
ら設定した．

到達目標は，「小学校体育の運動領域の内容を理解できる．（知識・理解 / 運動技能・教授技能）」，「小学校教員として
必要な基礎的技能を主体的に身につける．（関心・意欲・態度）」，「学んだ知識・技能を駆使し運動や創作・発表等が実践
できる．（思考・判断・表現）」と設定した．

なお，最終評価については授業担当者２名で合計100％とし，前半部分の授業担当者Ａは50％，後半部分の授業担当者
Ｂは50％の評価を行った．

3.3．授業前半（ゲーム及びボール運動系）における単元構造図の検討
授業前半部分は，担当者 A が，運動領域に示されているゲーム及びボール運動系を主な学習内容として授業を構築し

た．図１は研究グループの検討会で協議を重ねて作成した単元構造図である．
学習内容については，到達目標を核として次のように設定を行なった．
知識・理解及び運動技能・教授技能の習得のために，「①ボール運動系の領域において，発達の段階に応じた指導を行

えるような知識・技能を身につける．」，「②ボール運動系の領域において，攻守の特徴や「型」に共通する動きや技能に
ついての系統性を理解できる．」，「③学習者の発達段階や学習内容の系統性を踏まえ，活動案を作成することができる．」
と設定した．

関心・意欲・態度の習得については，「①学習内容を理解し，意欲的に活動することができる．」，「②ボール運動系の運
動領域について，ルールや作戦を工夫し，仲間と楽しむことができる．」と設定した．

思考・判断・表現の習得については，「①ボール運動系の運動領域について，ゲーム構造を理解した上で，発達の段階
に応じたゲームを工夫することができる．」と設定した．

評価基準は，「知識・理解（～している）15％」，「運動技能・教授技技能（～ができる）15％」，「関心・意欲・態度（～
しようとする）10％」，「思考・判断・表現（～している）10％」と設定した．

評価基準の詳細については，次の通り設定した．
知識・理解（～している）については，「①ボール運動系の領域について実践を通して理解している．」，「②ボール運動

系の領域において，攻守の特徴や「型」に共通する動きや技能についての系統性を理解できる．」とした．
運動技能・教授技技能（～ができる）については，「①発達段階に応じたゲーム及び〇〇型の活動案を作成し，シート

にまとめることができる．②学習者の発達段階や学習内容の系統性を踏まえ，どのような内容を指導し，身につけさせれ
ば良いのか理解している．」とした．
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関心・意欲・態度（～しようとする）については，「①ボール運動系の領域の理解について，意欲的に取り組もうとす
る．」，「②ゲームにおけるルールの基に作戦を工夫し，仲間と楽しむことができる．」，「③修正すべき課題について，自ら
調べ意欲的に取り組もうとする．」とした．

思考・判断・表現（～している）については，「①ゲーム構造を理解した上で，発達の段階に応じたゲームを工夫する
ことができる．」，「②素材を再構成し，能力の発達段階に応じたゲームを工夫することができる．」と，それぞれ設定し，
評価を行った．とした．

評価方法については，「主に学習シート等による評価（知識・理解，思考・判断・表現）」と「主に観察等による評価（運
動技能・教授技能，関心・意欲・態度）」を行った．8回の授業後に課題レポートを作成し，総合評価を行うことにより，
より詳細な評価を図った．

今回の実践では「ボール運動系の領域について，ゲーム構造を理解した上で発達段階に応じた活動案を作成する」こと
を核とした学習過程とし，評価基準の設定及び指導の明確化を試みた．

3.4．授業後半（体つくり運動系及び表現系）における単元構造図の検討
授業後半部分は，担当者Ｂが，小学校体育の運動領域に示されている「表現運動系」を中心に「体つくり運動系」を含

んだ学習内容を主として授業を構築した．
授業前半同様，図２に示す通りに，「小学校体育の運動領域の内容を理解できる．（知識・理解 / 運動技能・教授技能）」，

「小学校教員として必要な基礎的技能を主体的に身につける．（関心・意欲・態度）」，「学んだ知識・技能を駆使し運動や
創作・発表等が実践できる．（思考・判断・表現）」と設定した到達目標に合わせ，「シラバスの内容」を詳述した．
「知識・理解 / 運動技能・教授技能」については，「①小学校体育の「体つくり運動」「表現運動領域」の内容を理解で

きる　②小学校教員としての必要な「体つくり運動」「表現運動」領域に関する基礎的技能を身に付ける．」とし，小学校
体育で取り扱う運動領域を明確に記した．

関心・意欲・態度については，意欲的に取り組む態度や愛好的態度について示し「①授業で出された課題に自主的かつ
主体的に取り組み，学習内容を意欲的に理解し，活動することができる．②仲間と協力して，作品創作に取り組むことが
できる．」とした．
「思考・判断・表現」については，新学習指導要領や取り扱う領域特性にも関連深付け，「表現などの自己や仲間の課題

を発見する」「合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫する」「自己や仲間の考えたことを他者に伝える」と言った
考え方を反映し，「①運動や創作・発表課題に応じて，学んだ知識や技術を選択することができる　②自己や仲間の課題
を発見し，課題解決に向けて練習方法を工夫することができる　③作品創作を通じて，自分の考えをまとめ，動きで表現
することができる．」とした．

シラバス内容を明確にした上で，評価規準の設定を行なった．また，学習過程における指導と評価を行う時期を明確に
示し，より効果的な授業計画の作成を行った．

本学規定の「授業計画」上には，15時間の授業概要が記載されているが，今回単元構造図を作成するにあたり，本学の
定める３つのポリシーを考慮しつつ，学習内容を設定した．特に最終到達も目標である児童教育学科の「ディプロマポリ
シー」の具現化について考慮した．すなわち，対象科目である「体育Ⅰ」は，「（２）専門的知識・技能の習得ともに，そ
れらの実践する問題を解決する力を身に付ける．」を最も関連深い項目と位置付けており，その具現化のためにいつ・ど
こで・どのように学び・評価するのか等，「学習過程」や「評価規準や評価時期」を明確化した．

このことは，当然どの教員も，担当科目の中でこれまでも実践していることではあるが，指導内容の確認，学習過程の
具体化，評価規準の設定を一連の流れとして捉える俯瞰図である，単元構造図を作成することにより，一層明確化するこ
とができた．

図２は，最も左欄より，児童教育学科の「ディプロマポリシー」，履修要項上での「授業概要」，「到達目標」と続いて
いる．到達目標に対応したシラバスに加え，シラバス内容に応じた評価規準が列挙できるようになっている．それらは，
本学到達目標と学習指導要領に準拠した評価の観点別の評価規準を記載してある両欄を比較できるようになっている．さ
らにその評価規準は，学習ノートやワークシート等，学生が記述した内容から確認する（知識・理解，思考・判断・表現）．
または，主に観察により取り組む意欲・獲得した技能等，どのような方法で評価する等，評価方法が明確になっている．
さらに，観点別に学習過程の欄にその評価時期を記載できる．いつどのような観点で，どの方法により評価するのかを明
確にでき，評価内容を予め明確にしておくことで，授業内容の確認や授業内容の一層の充実がはかれることになる．
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今期実践の中から，一部を抜粋してみる．図２学習過程１時間目「オリエンテーション・交流」となっており，授業実
施方法を解説した後，今後の体育科教育法へ繋がる「表現運動」や「体つくり運動」の資料を提示し，領域の特性や学習
指導要領の目標に言及した．評価欄に記載されている「知識・理解（～している）」は学習のノートや振り返りシートよ
り評価することになっている．

評価規準は，①ダンスが「課題解決学習」であることを書き出している．②交流効果など，踊る楽しさやコミュニケー
ションを深める事を書き出している．とした．

その日の学生の学習ノートには，「ダンスを教えていく過程で，生きる力を身につけて行く事が出来る事を知った．違
うホームの人とも交流できてよかった．」等の記載が多数みられた．評価規準として設定した②に該当する学習指導要領
に照らし合わせた記述が引き出されている．しかし，一方で「課題解決学習」であるという記載が少なく，その点につい
ての言及や強調が不足していたことがわかる．

このように，新たな学びを展開できる実践的指導力（基礎的・基本的な知識・技能の習得に加えて，思考力・判断力・
表現力を育成するため，知識・技能を活用する学習活動やや課題探求型の学習・共同的学び等をデザインできる指導力）

（2012：文部科学省（答申）），を育むために，教員養成機関である本学においても，現在学校現場で求められている「指
導と評価の一体化・簡素な評価規準の作成・系統性をふまえて体育では何を教えるのか・多様な学習過程の検討」等に答
えるべく，まず，本学教員養成科目である体育Ⅰの指導内容について検討することは肝要であると思わる．その上で「体
育科教育法」の指導内容も再検討し授業デザイン力を持ち実践的指導力のある学生の輩出に向け努力する必要があろう．

4．まとめと今後の課題
本研究は，鹿児島女子短期大学における小学校教員養成科

目である「体育Ⅰ」の単元構造図を構築することを目的とし
た．その際，ディプロマポリシー及びカリキュラムポリシー
との関連性を明らかにした上で，到達目標及び学習内容の設
定を行った．なお，今回作成した単元構造図は，佐藤・栫

（2015）が保健体育科教育法Ⅳにて作成したシートをもとに，
授業担当者２名（授業前半全８回，授業後半全７回）及び協
力者１名（外部有識者）の３名で編成された研究グループが
検討を繰り返し，構造図の作成を行なった．

今回得られた知見として，児童教育学科のディプロマポリ
シー及びカリキュラムポリシーを踏まえた上で，到達目標と
学習指導要領に準拠した評価規準を作成し学習過程と学習内
容及び評価を行うタイミングを一体化に示すことで，より効
果的な授業計画の構築を目指せることが示唆された．また，
単元構造図をもとにした授業実践では，学生が記入した学習
ノートには，「ダンスを教えていく過程で，生きる力を身に
つけて行く事が出来る事を知った．違うホームの人とも交流
できてよかった．」との記載がみられるなど，指導と評価規
準が一体となった記述が引き出されたことから，実践を行う
上で効果的なツールであると考えられる．

今後の課題として，現在小学校現場で求められている「指導と評価の一体化・簡素な評価規準の作成・系統性をふまえ
て体育では何を教えるのか・多様な学習過程の検討」等に答えるべく，小学校教員養成科目である体育Ⅰの教育内容につ
いて，実践的指導と評価の整合性をさらに明確にした上で構造図を作成する必要性を確認することができた．また，学生
自身が単元構造図を理解し，学習過程をデザインでき，指導と評価の一体化を見通した教授方法の開発の必要性も示唆さ
れた．
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